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１．はじめに 

本工事は,流水に伴う洗掘から河床を保護するため,コンクリート

で保護し巨石を据付ける河川護床工事である.河川内作業は,渇水期

とされる冬場の 12 月から 3 月の 4 ヶ月間である.据付ける巨石は,写

真-1に示すとおり,通常のものより大きいため施工手間が増えること

が予想された.また,施工場所は積雪量が 3m を越える豪雪地域のため,

本格的な降雪期となる 1 月から 3 月は除雪作業等による工程遅延が

懸念された. 

本稿は,本格的な降雪期を迎える前の 12 月中に工事を完了させる

ため,ズリバケットによる運搬と据付けの機械化により,石組み工の

急速施工に取り組んだ結果について報告するものである. 

 

２．施工概要  

(1)現場条件 

本工事の石組み工は ,写

真-2 に示すとおり,排砂門

を開放して下流側へ導水し

たうえで,大型土のうで締

切り,ドライな状態とした

施工ヤードで実施した. 

本工事の河川内作業中止基準は上流側流量 25t/s 超となっている.図-1に示すとおり,過去の実績から 12 月の

作業可能期間は,全作業可能期間の 90%となっている. 

(2)設計形状 

巨石の据付けは,長辺 900mm・短辺 700mm・重量 1t の巨石を,厚さ 500mm の床版コンクリートの上に 45 度

の角度で下流側に据付けるため,国土交通省の標準歩掛よりも調整に時間を要する.巨石据付け後,間隙部を巨

石の半分の高さまで間詰めコンクリートを打設する.石組み工の断

面図を図-2に示す. 

 

３．急速施工方法 

(1)通常の施工方法 

石組み工は通常,クレーンにて巨石を吊り上げ,所定の場所へ水平

に据付けるため,巨石吊り上げ時と据付け後に,作業員によるワイヤーの着脱を行うため,作業手順が多くなる.

また,安全面においても,重量物(巨石)に作業員が近づかなければならないため,危険作業となる. 
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図-1 上流河川流量 
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図-2 縦断面図 
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写真-1 据付け形状 
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写真-2 施工ヤード全景 
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(2)本工事の施工方法 

本工事では,急速施工実現のため写真-3~写真-6に

示すように,ズリバケットによる巨石の運搬と全旋

回フォークの採用による巨石据付けの機械化を実

施した. 

① ズリバケットによる巨石の運搬 

巨石の投入は 200t クローラークレーンで,1.5×1.5

×2.0m のズリバケットを揚重し,据付けヤードに仮

置きした.これにより,１回の楊重作業で 4~5 個の巨

石を投入した. 

② 巨石据付けの機械化(全旋回フォークの採用) 

全旋回フォークを取付けた 0.8m3 級バックホウ

を,200t クローラークレーンで据付けヤードに投入

し,そのバックホウにて据付け作業を行った.全旋回

フォークの採用により,巨石据付け位置の微調整を含めて機

械化した. 

 

4．実施結果・考察  

ズリバケットによる巨石運搬により,1 日 150 個以上の巨石

を運搬することができた. 

全旋回フォークを取付けたバックホウにより,1 日 141 個の

巨石を据付けることができた. 

通常の施工方法(国交省歩掛)と本工事の実績との比較を表

-1 に示す.1 日あたりの据付け個数を比較すると約 2 倍,総人

員を比較すると 20 人以上削減と,作業効率が上がったことが

確認できた. 

これは,時間と人員を要する通常石組みに対して,機械化に

より巨石据付けの微調整・回転を容易に行えるため,施工性向

上と人員の削減に繋がったものと考える.また,巨石付近の作

業員が削減されるため,安全性も向上した. 

作業日数を比較すると,今回の施工面積は 372m2 であるた

め,通常 8 日で施工完了となるが,本工事では 5 日で完了となり,3 日の工程短縮となった. 

 

5．まとめ  

本工事の石組み施工方法により,施工性を向上し,効率化を図ることで,降雪前の 12 月中の工事完了を実現で

きた.石組み工完了状況を写真-7に示す. 

また,巨石据付けの機械化により,安全性が向上した. 

今回実施した急速施工方法は,施工性の向上に加え,安全性の向上も期待できる施工方法であり,同様な工事

を行う際の参考となれば幸いである. 
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表-1 石組み比較 

 

標準歩掛 本工事

1日据付け個数【個】 71 141

総人員【人】 49 28

作業日数【日】 8 5

 
写真-7 石組み完了後全景 
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